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             作品から伝わってくること 
                                 副校長 荒井 賢志 

 

先週行われた展示発表会には、たくさんの保護者・地域の皆様においでいただきありがとうございまし

た。この時期の開催で、会場内が大変寒かったこと、お詫び申し上げます。「笑顔いきいき！ 輝くみんな

の宝物」のテーマのもと、子どもたち一人一人がそれぞれの個性を発揮し、自分の思いを作品に表しまし

た。会場内は、子どもたちのパワーや言葉では言い尽くせないメッセージにあふれていました。 

一人一人の作品からは、本人がそこにいなくても、その子どもの頑張る様子が何となく伝わってきます。

普段は見えないその子どもの個性までもが見えてくることがあります。肩の力を抜いてのびのびとリラック

スして絵を描いている様子。瞳を生き生きとさせ、集中してものを作る様子。また、時々手がピタッと止ま

り、じっと作品を見つめ、しばらくすると作業を始める、そんな様子が思い浮かんできます。 

実際に、皆様からお寄せいただいたアンケートでは、《それぞれの作品が輝いていました。》《集中して作

業ができていたようで、どの作品もすばらしかったです。》《子どもたちが楽しく作ったことが伝わってきま

した。》《各学年元気いっぱいで、それぞれの思いが込められた作品でした。》《頑張って描いた姿が見られ、

作品を作る過程もとても楽しそうに家で話してくれて、成長を感じました。》《自分の発想を前面に出してい

る作品が多く、枠にはめないという、時代を感じることができました。》《いろいろな作品が展示してあり、

学年が上がるとこんな物も作れるのかという発見もあり楽しかった。》等、そのことに触れてくださった方

がたくさんありました。子どもたちがもっている力や良さが、日々の授業によって知らず知らずのうちに引

き出されていくことは、私たちが日頃から願っていることです。展示発表会で言えば、それが作品となって

そこに在るわけです。教師が意図したことを感じてくださる。さらに意図していなかった価値にも気が付い

て教えてくださる保護者や地域の皆様に、大変有り難く思います。 

「製作の過程は見ていなくても、作品を見ると頑張ったことが分かる」ということは、子どもたちにとっ

て大きな励みになります。作品をご覧になり感じたことを、ぜひお子さんに伝えてあげてください。お子さ

んの作品に対する思いや工夫など、頑張ったところを認めて、褒めてあげてください。頑張った結果はいろ

いろな形で現れます。例えそれが成功しなくても、努力の過程は必ずその結果の奥に見えていて、それを大

人は分かってくれているということは、子ども達にとって大きな安心につながります。努力することに意義

を見いだせることになるのです。努力することで、心も体も知恵も育っていきます。子ども達の努力を促す

ことのできる環境を大切にしたいと考えます。 
  

※ 既にご案内しました通り、２月１日（金）から３日（日）までの３日間、ルネこだいらにて、第３５

回小平市立小学校児童作品展が開催されます。市内各校の作品が並び、鈴木小からは２９名が出品され

ます。ぜひ市内の子どもたちの作品にも触れてみてはいかがでしょうか。 
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２月の予定 
1 日  特別時程 グリーンスクール  

小平市立小学校児童作品展始 3 日（日）まで 

4 日  委員会活動   読書旬間始 

5 日  新1 年生保護者会 14:30～ 

6 日  4 時間授業 

8 日  避難訓練 

9 日  土曜授業日  午前4 時間授業 

12 日  クラブ活動  月曜時間割 

13 日 三中・上水中  体験入学（6 年） 

14 日 社会科見学（3 年） 

15 日 特別時程 グリーンスクール 

  社会科見学（４年） 読書旬間終 

18 日  クラブ活動（3 年クラブ見学） 

20 日 糸車（１～４年） 

22 日 特別時程 グリーンスクール 

        薬物乱用防止教室（６年） 

25 日 クラブ活動  

28 日 保護者会（低学年）14:50～ 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ目標 「相手の目を見てあいさつをしよう」 

生活目標 「寒さにまけず元気にすごそう」 
２月は、暦の上では立春を迎えますが、１年で一番寒さの厳しい時です。寒い時も人間の体は体温を一定

に保とうと、筋肉や脳を使って熱を発生させる働きがあります。体を動かして早寝早起き朝ご飯を心がけ、

寒さから身を守ること、また手洗いやうがいを習慣付けることで元気に過ごすよう声かけをしていきます。 

あいさつ目標は「相手の目を見てあいさつをしよう」です。寒くなってくると、あいさつの声が小さくな

る傾向があるので、相手の目を見て気もちのよいあいさつができるよう声をかけていきます。 

席書会・書き初め展   

 1 月 9 日・10 日に１・２年生は教 

室で、３～６年生は体育館で席書会を 

行いました。それぞれが一筆一筆集中 

し心を込めて文字を書く児童から、新 

年の意気込みを感じました。1 月 15 

日（火）～26 日（土）の書き初め展 

は、いかがでしたでしょうか。 

たくさんの地域保護者の方、ご参観くださりありがとうございました。 

ユニセフ募金の結果 
1 月１７日（木）のユニセフ集会では、代表委員の児童が、世界にいる 

学校に行けない子どもたちや栄養が足りない子どもたち、戦争に行かなく 

てはならない子どもたちのことを発表しました。また、１００円でできる 

ことを紹介し募金を呼びかけました。 

3 日間で３５，３１１円の募金が集まりました。去年より一万円分も 

増えました。ご協力ありがとうございました。 

小平市教育委員会より 
小平市教育相談室では、市立の小・中学校が取り児童・生徒のいじめや不登校に関する電話相談を開設し

ます。どんな小さな悩みでも結構です。お気軽にご相談ください。なお、開設日当日の来室による相談は受
け付けません。 

受付日時  平成 31 年２月９日（土）及び 23 日（土） 

       午前９時から午後４時３０分まで 

小平市教育相談室 電話 ０４２（３４３）９４１１ 

ピョンピョン旬間  １月１５日（火）～１月２６日（土） 

 １５日（火）から２６日（土）まで、中休みの時間に全校で 

なわとびを行いました。旬間一週目は見本として何人かの児童に 

みんなの前で跳んでもらいました。見本を見た後、新しい跳び方に 

挑戦している多くの児童の姿が見られました。また、中休みが 

終わってからも、友達と一緒に練習している意欲的な児童の姿も 

見られました。ピョンピョン旬間が終わってからも、外で身体を 

たくさん動かしてほしいと思います。 

毎日の学校の様子はホームページでもご覧いただけます。 


